
1
卜
o
つ
N
l

ll酢II”1広綴まつのやま　嵐69”lll”1”””ll”””1””1”ll””【10】””1”1”1”IIIII”

　麻しん（はしか）予防注射

〉とき　3月末日〉対象児　2歳児（昭53・4・2～昭54・4・1生）＞そ

の他　個人通知します。

　乳幼児検診

〉とき　3月末日〉封象兄　2歳児（昭53・3・1～昭56・2・28生）②1．5

歳児（昭54・2・1～昭54・7・31生）③3歳児（昭52・4・2～昭52・9・30

生）レその他　個人通知します。

　国保の「保険証」が変ります・…4月から

　保険証が4月1日から新しくなります。3月中に総代さんを通じて、

今までのものを回収します。更新後は、古いものは使えません。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一福祉係一

　　　　　　　　　　　　　　　　“現況届犠を忘れずに！！“現況届犠を忘れずに！！

　国民年金は、誕生月に

　農業者年金は、3月中に

　どの年金も、それぞれの時期に

近くなると、受給者のお手もとに

届きます。これを忘れて提出され

ないと、それ以降の年金は支給さ

れません。

　届いたら、早目に手続きし．てく

ださい。

　蓄慧ありがとう

　　　　＞町社会福祉協議会＜1

0小谷部落（故早川漢芳さんの遺

産）…・…・…・…・…920万円

o福原庄治さん（故福原乙吉さん

の遺産〉天水越……　…・50万円

○猪俣貞一郎さん（香典返し）松

之山・………・・…・…・8万円

○志賀昭二郎さん（〃）松之山・・

　　　　　　　　　　　・5万円

○布施源一郎さん（〃）黒倉・…

　　　　　　　　…・1，350円

○福原寿春さん（”）小田原市・・

　　　　　　　　……・5万円
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「火葬」の日どりは、ます役場へ

　火葬の日どり・時間の決定は、

まず係にご連絡願います。特に夜

間・早朝の火葬はご遠慮くださる

ようお願いします。（台3131一保

健衛生係）

“印かん登録証犠を持参

　印かん証明の方法が1月から変

りました。証明書が必要な方は、

「印かん登録証』を忘れずにご持

参下さい。

“春先き犠除雪にもご協力を

　この冬の道路除雪において、道

路ぞいの方、雪捨て場の地主さん

など多くの方からご協力とこ理解

をいただき厚くお礼申し上げます

　やがて「春先き除雪」の時期を

迎えますが、近年にない積雪のた

め、一層のこ協力をお願いします
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　　　　56．2．1現在

　男　2，561人（△86）

　女2，666人（△65）

　計5，227人（△151

世帯数1，424人（△21）

（　）内は前年同日比
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八木先生
（松之山小）

町田先生
（松之山小）

津端先生
（松之山小）

山岸先生
（松之山小）

志村先生
（黒倉分校）

本柳先生
（三省小）

文
化
の
町
づ
く
り

教
養
と

円

万
脳

　
1
　
8

・
7
6億教

育
費

〉高校の教員住宅「松山寮」の

外壁が傷み、塗装をします。

　　　　　　　　●108万円

［＞教材用備品を充実し、教育効

果をより一層高めます1124万円

〉恵まれない児童や生徒に学用

品を支給するなど子供たちに均

衡ある義務教育を施します。

　　　　　　　　　685万円
〉学校給食を推進し、子供たち

の発育に必要な献立に努めます

　　　　　　　　　374万円
》婦人学級、高齢者教室など各

種講座を開催して、成人者向け

の教育向上に努めます1376万円

〉町民教養講座、芸能祭など公

民館運営の充実を図ります。

　　　　　　　　　312万円
［＞町民体育大会を開催するほか

学校開放に併せ、スポーツを通

じて健康づくりに努めます。

　　　　　　　　　389万円

〉町民体育館に剣道用具、テニ

ス練習セットを備え、昼夜ご利

用いただきます。　　527万円

》町民グランド造成工事は、こ

とし盛土部分の水ぬき工事など

を行います。　　　　361万円

心身を
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民
生
費

〉ミニコロニー「かなやの里」

（上越市）で体育館を建設する

負担金として。　　　　30万円

〉心身・重度精神障害者の方に

町単独で医療費を助成します。

　　　　　　　　　166万円
〉3っの常設保育所を開設し、

遊具などを整備して、健全な幼

児保育を図ります。　4732万円

〉布川へき地保育所は、ことし

が最後の見込みです。　632万円

》来年からは新しく常設施設と

して生れかわります。4228万円

〉老人医療費の支給が好評です。

　　　　　　　　　4644万円

》しかし、健康であることが何

よりです。おとしよりの方に健

康診査を実施します。　95万円『

〉老人ホーム「いなほ園」の増

改築、糸魚川に特別養護老人ホ

ーム建設合わせて64万円負担し

ます。

［＞老人いこいの家「松寿荘」は

冬期間閉鎖することになりまし

た。　　　　　　　162万円

衛
生
費

快
適
な
毎
日
を

8683万円

4．0％

健
康
で

””IIllIll”II””1

〉死亡原因を統計でみると、高

血圧疾患が圧倒的に多いことか

ら「食生活の改善」を図りなが

ら保健事業を推進することにな

りました。　　　　　　115万円

［＞健康な生活を送るには「良質

な水」が欠かせません。簡易水

　　　　　　　　ぬ道の普及に努めます審1800万円

〉国保財政と診療所運営の均衡

を保ちながら医療行政を進めま

す。　（松之山診300万円、浦田

診600万円繰出）

〉循環器、成人病はじめ今まで

どおり検診を計画します。

　　　　　　　　　941万円
〉部落ぐるみで、下水などの消

毒を行った場合薬品代の半額を

補助します。　　　　275万円

〉赤ちゃんは、町にとっても「

宝もの」です。妊産婦の医療費

を助成するほか、母子の健康管

理に努めます。　　　254万円

〉毎年60人程度の死亡者が出て

います。火葬場運営費143万円

〉単なる「ごみ」も、かなり金

がかかります。ことしは、収集

車を更新し、能力を倍にしま

す。　　　　　　　310万円

〉昨年一年間に当町分ゴミ815

ト・、し尿985キ・を処理した処理

施設の運営費など　　1954万円
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冬期間閉鎖することになりまし

た。　　　　　　　162万円

衛
生
費

快
適
な
毎
日
を

8683万円
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で
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〉死亡原因を統計でみると、高

血圧疾患が圧倒的に多いことか

ら「食生活の改善」を図りなが

ら保健事業を推進することにな

りました。　　　　　　115万円

［＞健康な生活を送るには「良質

な水」が欠かせません。簡易水

　　　　　　　　ぬ道の普及に努めます審1800万円

〉国保財政と診療所運営の均衡

を保ちながら医療行政を進めま

す。　（松之山診300万円、浦田

診600万円繰出）

〉循環器、成人病はじめ今まで

どおり検診を計画します。

　　　　　　　　　941万円
〉部落ぐるみで、下水などの消

毒を行った場合薬品代の半額を

補助します。　　　　275万円

〉赤ちゃんは、町にとっても「

宝もの」です。妊産婦の医療費

を助成するほか、母子の健康管

理に努めます。　　　254万円

〉毎年60人程度の死亡者が出て

います。火葬場運営費143万円

〉単なる「ごみ」も、かなり金

がかかります。ことしは、収集

車を更新し、能力を倍にしま

す。　　　　　　　310万円

〉昨年一年間に当町分ゴミ815

ト・、し尿985キ・を処理した処理

施設の運営費など　　1954万円
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霧

町営住宅の建設
　萎　　　5億1411万円
　　　　　24．0％
〉道路台帳を引続き整備し、現

状を把握します。　　330万円

〉町道維持管理費　　1727万円

［＞改良、舗装を合わせて、13路

線4588㍍行う予定です。

　改良　巳之下線　　　　320㍍

　　　栃倉線　　　　340㍍

　　　水梨黒倉線　　　300㍍

　　　三省校大荒戸線325㍍

　　　藤原松之山線　400㍍

　　　松代松之山線　300㍍

　　　松口松之山線　350㍍　…

　　　西之前北浦田線150㍍　・

　舗装　蝦池宮中線　　502㍍　i

　　　橋詰猪之名線　　695㍍

　　　三省校大荒戸線386㍍　・

　　　崩田田麦立線　　420㍍

　このほか、豊田地区の改良を　，

直営で100㍍ほど工事します。

　　　　　　　3億2772万円

〉除雪用のタイヤドーザを購入

し、冬期間の交通を確保するほ

か、これらの運営費　4366万円

〉町営住宅を初めて建設します。

（鉄筋造でアパート形式。8世

帯が入れます）　　　8069万円

〉県道を改良や舗装してもらう

ための負担金　　　　800万円

、

場の整備に努めます。1353万円

〉松之山町農協が主体となって、

光間に育苗ハウス（50貿．規模）

を建設するほか、トラクターな

どを備えます。　　　3144万円

〉水田利用再編対策に取組み、

畑作振興のため浦田農協にトラ

ほか、林道開設、改良、舗装を

続けます。　　　1億340万円

〉町単基盤整備ほか、いろんな

制度を活用してホ場、農道など

生産基盤の整備を図ります。

　　　　　　　2億1774万円
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滝沢先生
（松里小）

高橋先生
（松里小）

樋口先生

（松之山小）

難
刺瀦

灘灘

成人病の
　　　　みにちしき

〔動脈硬化〕

　「人は血管とともに年をとっていく」

といわれています。私たちはだれでも年を

とるにつれて、自然と体にさまざまな変化

が起ってきます。

　栄養分といっしょに、コレステロールと

か中性脂肪とかいう物質も血管を通過し、

血液の中に適正に保たれていますが、年を

とるにしたがって、血管の壁にたまってい

きます。この状態がひどくなると、動脈壁

は厚くなり、弾力性がなくなり、もろくな

って内腔もせまくなってきます。

　血圧と動脈硬化とは深い関係にあり、血

圧の高い人はたいていの場合動脈硬化があ

り、したがって、動脈硬化のある人はだい

たい高血圧です。

〔脳奉中〕

　脳の動脈が破れたり、つまったりして起

る発作のことで、破れると脳出血となり、

つまると脳硬塞となります。この二つは症．

状がよく似ているので、合わせて脳奉中と

もいいます。

　脳辛中を起しても助かった場合は、いわ

ゆる「中風」という状態になり、手足のマ

ヒが後遺症として残ったり、ときには知覚

障害や精神障害をきたしたりします。この

ため、　「リハビリテーション」といって、

機能回復のためのいろいろな方法が講じら

れています。

〔脳出血〕

　文字どおり、脳の動脈（細い動脈）が破

れて、血液が血管のまわりへ流れ出る状態

をいいます。

　こうなると、脳の神経も障害を受け、も

し大出血であれば、突然意識を失って倒れ

最悪の場合にはそのまま亡くなることもあ

ります。助かっても半身不随や言語障害な

どを残す場合がかなりあります。

〔くも膜下出血〕

脳の表面をおおっている軟膜とその外側

のくも膜との間に出血するものです。

　原因として多いものは、脳の動脈に小さ

なコブができ　それが破れて出血するもの

です。突然、激しい頭痛に襲われたときに

意識を失うこともあります。手足のマヒは

ふつう起りません。
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箋

轟

婁

馨

嚢

論講璽叢元商工業．

　　5億9455万円

〔国民健康保険事業勘定〕

　事業運営の土台である国保税

は歳入全体の構成比で見ると26

％弱で、国庫支出金が55％とそ

の半分以上を占めています。

ミ国保税が高いミという一般的

な声を素直に受け、ことし100

万円だけ減税することになりま

した。

　歳出では、助産費を2万円引

上げて10万円にし、宝（子供は

町にとっても宝です）の増産に

期待します。

　その他、へき地医薬品の配布

や高額療養費支給など医療給付

も続けます。

〔贈鞭惣審幽解折機灘

ど最新の医療機具を備え、みな

さんの病状治癒に努めます。

〔浦田診療所勘定〕

　昨年新しい先生の着任を得て

職員ともどもが、地域の発展、

町の医療行政充実に頑ばってい

ます。

簡易水道2劇万円

〉湯本と湯山の管理を地域の方

にお願いすることにしたほか、

水質試験を毎月1回行い、きれ

いな水をご使用いただくよう努

めます。

〉浦田の藤原と曽根の一部、黒

倉に簡易水道を建設します。1

億7027万円の工事費です。

農業共済4534万円

　ことしの事業概要は、水稲1，

411戸、70，700アール。家畜95戸

350頭。養蚕3戸、30箱の引受

けをし、損害防止事業として農

薬散布機具に50％の補助などを

続けます。

灘難羅轟韓購懸耀灘鞭

灘
　
鐵

壽

嬢

嚢

騰
騰購

肇．

繋

毒

舞

鑛

朧
馨

鷹

発展をめざし

円万
　
％

80
　
。
1

2
　
　

1

2商
工
費

〉商工会館建設に補助し、地元

商工業の発展に努めるほか、育

成資金の貸付額を200万円増額

しました。　　　　　1588万円

〉ハンググライダーの着地点を整

備し、マニアに呼びかけます。

　　　　　　　　　2万円

〉観光ポスターを製作するほか

観光協会と歩調を合わせながら

力を注ぎます。　　　620万円

〉静かで自然に恵まれたミ桃源

郷ミを夢みて浦田地域に温泉堀

削の準備をします。　　45万円

借金上手は
　　やりくり上手
　公債費　　12．0％

〉借入金の返済では、ことしか

ら新たに元金分9件、利子分12

件が始まります。前からのもの

を合計して

　　　元金分　1億2422万円

　　　利子分　1億3291万円

出稼者への福祉向上

　労働費　0．6％

［＞景気が低迷し、出稼ぎされる

方は大変です。ことし新たに雇

用開発協会に加入し、福利厚生

はじめ、一層の充実強化に努め

ます。　　　　　　　983万円

災害が後を
　　　断ちません
　労働復旧費　　　1．3％

〉農地など関連施設の災害復旧

工事を、藤倉、天水越、水梨地

＿繍墨欝轟
2603万円

酬　　　蝦搬

糠蔓　　　　撚

，議会運営などに

　　議　　　4333万円
き　　　ム

　　ス　　費　　　2・0％

　〉議員報酬、議員共済会負担金

　はじめ議員の給与など議会を運

　営していく経費に　4333万円
　

蒙行政サービス向上に

鱗　　防雪センター新築（大荒戸）

　　　総　　　　2億625万円
　　務
　　費　　9・6％

霧
　〉自動車1台（ジープ）が古く

　　なり更新するほか、便所を使い

　　　ド　易く修理します。　　　190万円

　〉浦田克雪センター運営費

　　　　　　　　　248万円
　〉固定資産税事務電算委託料

　　　　　　　　　301万円

讐
難
聾
蕪

舞
照
翻
灘
灘
翼
簿
籔
罎
蚕
響
麗
慈
黙
髭

禦冬期保安要員の方30人を採用

　します。　　　　　　1280万円

　〉大荒戸に防雪センターを建設

　し、雪上車1台を配備します。

　　　　　　　　　2508万円

　あなたですモ

　　　委火事を出すのも

　　　防ぐのも

　　消
　　防　　8266万円

　　費　　　3．9％

躍　〉団員報酬を500円引上げて、

　6500円としたほか、僅かづつ増
饗
　額しました。　　　　408万円

　［＞上越地域消防事務組合の運営

難負担金　　　　　　　4400万円

　〉役場に配置した消防自動車を

　更新するほか、用具も新調しま

　す。　　　　　　927万円
　〉防火水槽をことしも5基建設
霧
　します。　　　　　　1214万円
藝　〉消火栓設備に補助します。

　　　　　　　　　264万円

難　　　　　1
　　　　灘　　．翻　　㈱講
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滝沢先生
（松里小）

高橋先生
（松里小）

樋口先生

（松之山小）

難
刺瀦

灘灘

成人病の
　　　　みにちしき

〔動脈硬化〕

　「人は血管とともに年をとっていく」

といわれています。私たちはだれでも年を

とるにつれて、自然と体にさまざまな変化

が起ってきます。

　栄養分といっしょに、コレステロールと

か中性脂肪とかいう物質も血管を通過し、

血液の中に適正に保たれていますが、年を

とるにしたがって、血管の壁にたまってい

きます。この状態がひどくなると、動脈壁

は厚くなり、弾力性がなくなり、もろくな

って内腔もせまくなってきます。

　血圧と動脈硬化とは深い関係にあり、血

圧の高い人はたいていの場合動脈硬化があ

り、したがって、動脈硬化のある人はだい

たい高血圧です。

〔脳奉中〕

　脳の動脈が破れたり、つまったりして起

る発作のことで、破れると脳出血となり、

つまると脳硬塞となります。この二つは症．

状がよく似ているので、合わせて脳奉中と

もいいます。

　脳辛中を起しても助かった場合は、いわ

ゆる「中風」という状態になり、手足のマ

ヒが後遺症として残ったり、ときには知覚

障害や精神障害をきたしたりします。この

ため、　「リハビリテーション」といって、

機能回復のためのいろいろな方法が講じら

れています。

〔脳出血〕

　文字どおり、脳の動脈（細い動脈）が破

れて、血液が血管のまわりへ流れ出る状態

をいいます。

　こうなると、脳の神経も障害を受け、も

し大出血であれば、突然意識を失って倒れ

最悪の場合にはそのまま亡くなることもあ

ります。助かっても半身不随や言語障害な

どを残す場合がかなりあります。

〔くも膜下出血〕

脳の表面をおおっている軟膜とその外側

のくも膜との間に出血するものです。

　原因として多いものは、脳の動脈に小さ

なコブができ　それが破れて出血するもの

です。突然、激しい頭痛に襲われたときに

意識を失うこともあります。手足のマヒは

ふつう起りません。
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警
音
楽
隊
が
温
泉
ま
つ
り
に

県　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と
し
の
“
温
泉
ま
つ
り
”
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
県
警
察
本
部
の
音
楽
隊
の
方
が
た
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
来
町
し
、
交
通
安
全
パ
レ
ー
ド
を
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
っ
て
く
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
行
は
、
隊
員
が
二
十
八
名
、
バ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ン
ガ
ー
ル
七
名
の
三
十
五
人
編
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
す
。
こ
れ
ま
で
に
老
人
ホ
ー
ム
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
福
祉
施
設
の
慰
問
は
じ
め
、
屋
外

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
演
奏
会
を
行
っ
た
り
し
て
、
県
民
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
情
操
を
高
め
て
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
演
奏
で
き
る
曲
目
は
六
百
曲
に
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ぼ
る
そ
う
で
、
当
日
は
そ
の
中
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
私
た
ち
の
知
っ
て
い
る
曲
を
中
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
演
奏
し
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
魏
ノ
乱
プ

み
な
－
ん
羅
蕪
て
》
灘
灘
騨
紬
鶴

　
み
な
さ
ん
の
中
に
は
、
ふ
だ
ん
役
　
　
い
う
の
が
「
行
政
相
談
」
で
す
。
　
　
　
を
よ
り
壌
く
の
人
に
知
っ
て
い
た
だ

所
や
公
団
・
公
社
な
ど
が
行
っ
て
い
　
　
　
行
政
は
、
わ
た
し
た
ち
の
毎
日
の
　
　
く
た
め
　
毎
年
十
月
に
デ
「
行
政
相
談

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
週
間
を
設
け
て
い
ま
す
カ
、
昨
年
に

る
仕
事
に
つ
い
て
、
苦
情
や
要
望
、
　
　
生
活
と
い
ろ
し
ろ
な
分
野
で
密
接
に
　
　
続
き
五
月
十
日
か
ら
十
六
日
ま
で
を

意
見
を
お
持
ち
の
方
が
お
ら
れ
る
と
　
　
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
　
　
　
「
春
の
行
政
週
間
」
と
し
、
な
お
一

思
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
き
る
だ
け
住
民
の
み
な
さ
ん
の
声
　
　
層
み
な
さ
ん
の
行
政
に
対
す
る
〃
声

　
た
と
え
ば
、
　
「
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が
　
　
を
行
政
に
反
映
し
て
、
住
み
よ
い
社
　
　
〃
を
お
聞
き
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

こ
わ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
の
で
会
づ
く
り
を
進
め
よ
う
と
、
昭
和
三
た
．
　
、
　
　
、
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口
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手
紙
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享
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年
に
．
行
政
相
談
」
ヵ
始
め
ら
れ
い
ず
れ
で
も
受
け
付
け
て
い
享
・

「
年
金
が
も
ら
え
な
く
な
っ
て
し
ま
　
　
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
行
政
相
談
は
、
住
み
よ
く
明
る
い

っ
た
が
、
何
か
の
間
違
い
で
な
か
ろ
　
　
　
以
後
、
相
談
件
数
も
年
々
増
加
し
　
　
社
会
を
つ
く
る
た
め
の
第
一
歩
と
な

う
か
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昨
年
受
け
付
け
た
行
政
相
談
件
数
は
　
　
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
住
民
の
み
な
さ
ん
の
　
　
全
国
で
約
九
十
万
件
に
の
ぼ
っ
て
い
　
　
　
相
談
さ
れ
る
方
の
お
名
前
や
相
談

苦
情
や
要
望
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
身
隆
誌
華
は
、
露
誰
蘇
縣
馨
報

を
傾
け
て
問
題
の
解
決
に
努
力
し
　
　
　
河
月
、
年
金
　
生
活
保
護
、
交
通
安
　
　
代
松
さ
ん
（
小
谷
●
山
城
屋
費
3
4

行
政
の
改
善
に
役
立
て
て
い
こ
う
と
　
　
金
、
公
害
、
登
記
な
ど
、
日
常
生
活
　
　
9
0
）
で
す
。
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箋

轟

婁

馨

嚢

論講璽叢元商工業．

　　5億9455万円

〔国民健康保険事業勘定〕

　事業運営の土台である国保税

は歳入全体の構成比で見ると26

％弱で、国庫支出金が55％とそ

の半分以上を占めています。

ミ国保税が高いミという一般的

な声を素直に受け、ことし100

万円だけ減税することになりま

した。

　歳出では、助産費を2万円引

上げて10万円にし、宝（子供は

町にとっても宝です）の増産に

期待します。

　その他、へき地医薬品の配布

や高額療養費支給など医療給付

も続けます。

〔贈鞭惣審幽解折機灘

ど最新の医療機具を備え、みな

さんの病状治癒に努めます。

〔浦田診療所勘定〕

　昨年新しい先生の着任を得て

職員ともどもが、地域の発展、

町の医療行政充実に頑ばってい

ます。

簡易水道2劇万円

〉湯本と湯山の管理を地域の方

にお願いすることにしたほか、

水質試験を毎月1回行い、きれ

いな水をご使用いただくよう努

めます。

〉浦田の藤原と曽根の一部、黒

倉に簡易水道を建設します。1

億7027万円の工事費です。

農業共済4534万円

　ことしの事業概要は、水稲1，

411戸、70，700アール。家畜95戸

350頭。養蚕3戸、30箱の引受

けをし、損害防止事業として農

薬散布機具に50％の補助などを

続けます。

灘難羅轟韓購懸耀灘鞭

灘
　
鐵

壽

嬢

嚢

騰
騰購

肇．

繋

毒

舞

鑛

朧
馨

鷹

発展をめざし

円万
　
％

80
　
。
1

2
　
　

1

2商
工
費

〉商工会館建設に補助し、地元

商工業の発展に努めるほか、育

成資金の貸付額を200万円増額

しました。　　　　　1588万円

〉ハンググライダーの着地点を整

備し、マニアに呼びかけます。

　　　　　　　　　2万円

〉観光ポスターを製作するほか

観光協会と歩調を合わせながら

力を注ぎます。　　　620万円

〉静かで自然に恵まれたミ桃源

郷ミを夢みて浦田地域に温泉堀

削の準備をします。　　45万円

借金上手は
　　やりくり上手
　公債費　　12．0％

〉借入金の返済では、ことしか

ら新たに元金分9件、利子分12

件が始まります。前からのもの

を合計して

　　　元金分　1億2422万円

　　　利子分　1億3291万円

出稼者への福祉向上

　労働費　0．6％

［＞景気が低迷し、出稼ぎされる

方は大変です。ことし新たに雇

用開発協会に加入し、福利厚生

はじめ、一層の充実強化に努め

ます。　　　　　　　983万円

災害が後を
　　　断ちません
　労働復旧費　　　1．3％

〉農地など関連施設の災害復旧

工事を、藤倉、天水越、水梨地

＿繍墨欝轟
2603万円

酬　　　蝦搬

糠蔓　　　　撚

，議会運営などに

　　議　　　4333万円
き　　　ム

　　ス　　費　　　2・0％

　〉議員報酬、議員共済会負担金

　はじめ議員の給与など議会を運

　営していく経費に　4333万円
　

蒙行政サービス向上に

鱗　　防雪センター新築（大荒戸）

　　　総　　　　2億625万円
　　務
　　費　　9・6％

霧
　〉自動車1台（ジープ）が古く

　　なり更新するほか、便所を使い

　　　ド　易く修理します。　　　190万円

　〉浦田克雪センター運営費

　　　　　　　　　248万円
　〉固定資産税事務電算委託料

　　　　　　　　　301万円

讐
難
聾
蕪

舞
照
翻
灘
灘
翼
簿
籔
罎
蚕
響
麗
慈
黙
髭

禦冬期保安要員の方30人を採用

　します。　　　　　　1280万円

　〉大荒戸に防雪センターを建設

　し、雪上車1台を配備します。

　　　　　　　　　2508万円

　あなたですモ

　　　委火事を出すのも

　　　防ぐのも

　　消
　　防　　8266万円

　　費　　　3．9％

躍　〉団員報酬を500円引上げて、

　6500円としたほか、僅かづつ増
饗
　額しました。　　　　408万円

　［＞上越地域消防事務組合の運営

難負担金　　　　　　　4400万円

　〉役場に配置した消防自動車を

　更新するほか、用具も新調しま

　す。　　　　　　927万円
　〉防火水槽をことしも5基建設
霧
　します。　　　　　　1214万円
藝　〉消火栓設備に補助します。

　　　　　　　　　264万円

難　　　　　1
　　　　灘　　．翻　　㈱講
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園
事
業
所
統
計
調
査
－
七
月
百
に
実
施

調
査
に
ご
協
力
を

　
昨
年
行
わ
れ
た
国
勢
調
査
と
な
ら

ん
で
国
の
最
も
基
本
的
な
統
計
調
査

で
あ
る
「
事
業
所
統
計
調
査
」
が
七

月
一
日
、
全
国
一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
昭
和
二
十
二
年
に

ス
タ
ー
ト
し
、
以
後
三
年
ご
と
に
行

わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
わ
が
国
の
経

済
活
動
の
基
礎
で
あ
る
事
業
所
の
実

態
を
全
国
な
ら
び
に
地
域
別
に
明
ら

か
り
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。
調
査

の
結
果
は
、
国
・
都
道
府
県
・
市
町

村
の
行
政
や
経
済
施
策
を
は
じ
め
、

民
間
で
は
事
業
計
画
を
立
て
る
際
の

基
礎
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。

　
調
査
の
対
象
と
な
る
の
は
、
会
社

工
場
・
商
店
・
病
院
・
学
校
の
ぽ
か

官
公
庁
・
国
鉄
・
私
鉄
の
駅
・
ホ
テ

ル
・
旅
館
や
神
社
、
お
寺
に
い
た
る

ま
で
農
林
漁
家
を
除
く
全
国
六
百
三

十
万
（
町
内
二
百
二
十
五
）
の
事
業

所
で
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
次
の
三
つ
の
種
類

に
分
け
て
行
わ
れ
ま
す
。

　
〔
甲
調
査
〕

　
民
間
経
営
の
事
業
所
が
対
象
で
す
。

調
査
事
項
は
、
事
業
所
の
名
称
、
所

在
地
、
経
営
組
織
、
事
業
の
種
類
な

ど
九
項
目
で
す
が
、
会
杜
の
本
社
事

業
所
の
場
合
は
こ
の
ほ
か
に
資
本
金

額
な
ど
四
項
目
が
加
え
ら
れ
ま
す
。

　
〔
乙
調
査
〕

　
サ
ー
ビ
ス
業
の
う
ち
物
品
賃
貸
業

（
レ
ン
タ
カ
ー
業
者
な
ど
）
、
旅
館

　
　
　
　
　
　
　
　
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

そ
の
他
の
宿
泊
所
、

　マイホーム資金の

　　　　借入れ申込みは

　　　　◆5月28日までに◆

受付期間　　昭和56年4月24日（金）から

　　　　　5月28日（木）まで

選定方法　　先着順に無抽選で選定します。

融資額　木造住宅（80㎡以上）の場合

　　　　410万円～430万円。断熱構造

　　　　化工事を行う場合20万円～40万

　　　　円融資額が加算されるほか、お

　　　　としより（65歳以上）の方が同

　　　　居する場合も50万円～150万円

　　　　加算される割増制度があります。

利率年5．5％
返済期間　　木造の場合　25年以内

申込みは　　お近くの農協か銀行で

詳しくは　　上記のほか、住公北関東支所

　　　　へ〔君（0272）一32－6655〕

理
容
、
浴
場
業
、
映
画
館
、
娯
楽
業

自
動
車
整
備
業
、
駐
車
場
業
お
よ
び

そ
の
他
の
修
理
業
が
対
象
で
、
調
査

事
項
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
名
称
、
現
金
給
与
支
給
額
、
最
近

一
年
間
の
総
売
上
高
。

　
〔
丙
調
査
〕

　
国
、
地
方
公
共
団
体
及
び
公
共
企

業
体
の
事
業
所
を
対
象
に
、
事
業
所

の
名
称
、
所
在
地
、
事
業
の
種
類
、

職
員
数
の
項
目
に
つ
い
て
調
査
し
ま

す
。

　
な
お
、
調
査
の
方
法
は
「
甲
調
査
」

と
「
乙
調
査
」
は
都
道
府
県
知
事
か

ら
任
命
さ
れ
た
調
査
員
が
、
六
月
下

旬
か
ら
す
べ
て
の
事
業
所
を
訪
問
し

て
調
査
票
の
記
入
を
依
頼
し
、
七
月

中
旬
ま
で
に
回
収
し
ま
す
。
場
合
に

よ
っ
て
は
、
調
査
員
が
、
直
接
聞
き

取
り
調
査
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

「
酒
調
査
」
は
、
調
査
員
に
よ
ら
ず

国
や
地
方
公
共
団
体
お
よ
び
公
共
企

業
体
の
組
織
を
通
じ
て
行
わ
れ
ま
す
。

　
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

騰
人
事
い
ど
う

　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
月
一
日
付
）

　
　
新
採
用
（
写
真
左
か
ら
）

　
保
坂
　
輸
祐
（
産
業
課
・
農
林
施
設
係
）

　
佐
藤
　
　
仁
（
住
民
課
・
福
祉
係
）

　
佐
藤
さ
と
み
（
浦
田
保
育
所
・
用
務
員
）

　
　
異
動

　
村
山
　
恵
一
（
松
之
山
小
↓
松
中
）

　
　
退
　
職
　
　
（
三
月
三
十
【
日
付
）

　
佐
藤
　
カ
ツ
（
松
之
山
中
・
用
務
員
）

　
滝
沢
　
セ
ン
（
　
同
　
右
）

新
婚
さ
ん

石
塚
　
春
一
（
湯
之
島
・
金
八
）

邨
山
　
充
子
（
藤
　
原
・
大
下
）

高
橋
　
正
信
（
天
水
島
・
古
屋
敷
）

高
橋
八
重
子
（
天
水
島
・
里
島
屋
）

南
雲
　
武
　
　
（
松
之
山
・
治
助
）

滝
沢
久
美
子
（
津
南
町
）

う
ぶ
声

佐戸村高村丸高
藤枝山沢山山橋

貴
大
（
東
川
・
信
一
の
二
男
）

淳
子
（
藤
倉
・
富
雄
の
長
女
）

豊
和
（
湯
本
・
文
吉
の
長
男
）

喬
子
（
湯
本
・
精
一
の
長
女
）

咲
子
（
松
之
山
・
賢
次
の
長
女
）

　
聡
（
小
谷
・
誠
の
二
男
）

太
也
（
天
水
越
・
至
の
長
男
）

お
く
や
み

樋
口
　
嘉
一
㈲

高
橋
松
太
郎
馴

相
沢
熊
平
㈹

小
野
塚
万
吉
幽

佐
藤

樋
口

南
雲

石
塚

志
賀

竹
内

久
保
田

孫
七
㈲

国
平
㈲

静
江
㈲

久
一
㈹

泰
夫
㈹

久
吉
㈹

潔
㈲

（
湯
山
・
大
谷
）

（
天
水
島
・
門
七
）

（
下
蝦
池
・
山
根
）

（
本
川
・
向
屋
）

（
天
水
越
・
栗
之
木
沢
）

（
中
尾
・
元
院
）

（
西
之
前
・
つ
ん
ね
）

（
湯
之
島
・
久
兵
衛
）

（
松
之
山
・
ま
す
や
）

（
坂
中
・
糀
屋
）

（
新
田
・
と
お
じ
）

難

発懸灘鞍選磁醗縫雛雛

編集灘議嚢灘務鶏

製難饗難越畿脹

蚊

謙

灘纏
籔
臨
鞭

　
　
　
　
　
　
繊
糠
灘
灘
縫
鐡
欝
難
鱗
饗
羅
繍

　
雛
灘
轍
難
懸
麟
㎜
懸
難
懸
織
鐵
繋
㎜
鐵
欝

．
糠
繰
罐
懸
、
』
灘
欝
搬
雛
㎜
講
鰻
養
漿
叢

鎌
懸
蕪
慈
叢
雛
　
毒
叢
騰
灘
　
灘
㎜
灘

纏
羅
轍
灘
職
嚢
鍛
叢
懇
繍
懸
難
難
鑛

鍵
、
議
欝
韓
猿
灘
羅
薬
灘
懇
灘
鎌
織
欝
㎜

灘
鍍
藤
㎜
、
鏡
灘
灘
麹
馨
叢
灘
㎜
購
㎜
難
鑑

馨
捲
。

　
璽
懇
難
．
縁
灘
、
糊
総
爾
鏡
難
騰
灘

欝
嚢
羅
紹
灘
騨
鐙
驚
雑
灘
蓬
雛
饗
織

織
騰
鏡
灘
濾
騰
、
轍
繕
轍
、
顯
錘
毯
毅
懇

楼
．
、
懸
鱗
叢
鐵
饗
叢
暴
麟
蕪
籔
灘
鞍
馨

麹
灘
鰻
懇
鞭
．
・
鍛
聡
き
蕊
幾
嚢
肇
叢
鐵
鞭

灘
辮
耀
楼
穂
嶽
、
蟻
癒
惣
羅
鞭
惹
糞
灘

適
叢
蕊
霧
鞭
霧
灘
繋
嶽
蝶
繋
墾
逡
…

：
Q


